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令和４年横審第３１号 

裁    決 

貨物船Ａ乗揚事件 

 

  受  審  人  ａ１ 

    職  名 Ａ二等航海士 

    海技免許 五級海技士（航海） 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官熊谷貴樹出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａ１の五級海技士（航海）の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年１１月３０日００時２６分少し過ぎ 

 静岡県神子元島北東方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ２８８トン 

  全   長 ６２.５４メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出   力 ７３５キロワット 
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３ 事実の経過 

 (1) 構造及び設備等 

   Ａは、平成２７年１０月に進水し、バウスラスターを装備する鋼

製貨物船で、最上層に操舵室を配した３層の船橋甲板室を船尾部上

甲板上に、上甲板下に船首側から順に甲板長倉庫、甲板部倉庫、貨

物倉１個及び機関室を配置し、操舵室には、前部中央に舵輪及び船

内電話を組み込んだ操舵スタンド、その左舷側にレーダー２台及び

ＧＰＳプロッター、右舷側に機関及びバウスラスター各遠隔操縦装

置、後方に椅子、右舷前部天井に第二種船橋航海当直警報装置（以

下「居眠り防止装置」という。）をそれぞれ備え、船首端から５４

メートル後方、右舷舷側から２メートル左方の船橋上方にＧＰＳア

ンテナが設置されていた。 

   居眠り防止装置は、機関遠隔操縦装置を前進に操作することで主

機関の前進信号が伝達されて電源が入り、熱式センサーに船橋当直

者の身体の動きが検知されずに１２分経過すると、第１段階として

操舵室の警報ブザーが、更に１分経過すると第２段階として同室下

層の居住区通路に設置された外部警報ブザーが、身体の動きが検知

されるまで鳴り続ける仕様であった。 

   操縦性能は、海上運転成績書によれば、船首１.４５メートル船

尾２.８５メートルの喫水における左及び右各旋回試験では、速力

１２.７５ノットの状態から舵角３５度を取ったとき、最大縦距

及び最大横距が２１６.０メートル及び２５７.９メートル並びに

２１６.０メートル及び２６１.０メートルで、９０度回頭に要する

時間が４４.４秒及び４４.７秒であり、前後進試験では、速力

１２.７５ノットの状態から全速力後進発令したとき、船体が停止

するまでの所要時間及び最短停止距離が、１分２４.８秒及び
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３０８.５２メートルであった。 

 (2) 神子元島北東方沖合 

   相模湾と遠州灘の中間に位置する神子元島は、東西方向約２００

メートル、南北方向約３５０メートルの無人島で、同島北東方沖合

には陸岸から沖合約３５０メートルのところまで、干出浜並びにそ

の北東側に水上岩、洗岩や干出岩が点在する５メートル等深線及び

危険界線で囲まれた浅礁域（以下「神子元浅礁域」という。）が拡

延していた。 

 (3) ａ１受審人の経歴等 

   ａ１受審人は、（途中省略）神子元島北東方沖合の通航経験が豊

富で、神子元浅礁域の存在を承知していた。 

 (4) 本件発生に至る経緯 

   Ａは、船長ａ２（四級海技士（航海）免状受有、受審人に指定さ

れていたところ死亡した。）及びａ１受審人ほか２人が乗り組み、

空倉のまま、船首１.８メートル船尾３.３メートルの喫水をもって、

令和３年１１月２９日１６時４０分京浜港東京第２区を発し、香川

県坂出港に向かった。 

   発航に先立ち、ａ２船長は、居眠り防止装置の熱式センサーに紙

片が貼付され、同センサーが同紙片の動きを船橋当直者の身体の動

きとして検知し、１２分経過しても警報ブザーが鳴動しないことを

知っていたものの、同装置を正常に作動させなかった。 

   ａ２船長は、船橋当直体制を、２３時００分から翌０３時００分

まで及び１１時００分から１５時００分までをａ１受審人が、０３

時００分から０７時００分まで及び１５時００分から１９時００分

までを一等航海士が、０７時００分から１１時００分まで及び１９

時００分から２３時００分までを自身がそれぞれ入直する、単独の
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４時間３直制とし、出入港時、狭水道通過時等には、自ら昇橋して

操船の指揮を執っていた。 

   ａ１受審人は、２３時００分伊豆半島東方沖合で昇橋し、ａ２船

長から静岡県爪木埼東方沖合で転針して神子元島北方沖合を航行す

るよう針路法等の引継ぎを受けて単独の船橋当直に就き、航行中の

動力船の灯火を表示し、ヘッドアップ表示で６海里レンジ設定とし

たレーダー１台及びＧＰＳプロッターをそれぞれ作動させ、２３時

１１分少し過ぎ爪木埼灯台から０３８.５度（真方位、以下同じ。）

８.８海里の地点で、針路を爪木埼東方沖合約１,６００メートルの

予定転針地点に向く２１３度に定めて自動操舵とし、１１.１ノッ

トの速力（対地速力、以下同じ。）で進行した。 

   ところで、ａ１受審人は、１日に７時間ないし８時間の睡眠を取

っており、前日２８日０８時００分京浜港東京第２区に入港した後

は終日作業の割り当てはなく、翌２９日０７時３０分から１６時００

分まで荷役作業に就き、同作業に引き続いて１６時３０分まで出港

作業に当たったものの、その後自室等で休息を取っていたので、船

橋当直交替時には、疲労の蓄積はなく、睡眠不足の状態ではなかっ

た。 

   ａ１受審人は、暖房が効いた状態で椅子に腰を掛けた姿勢で操船

に当たり、２３時２９分僅か前爪木埼灯台から０４２度５.４海里

の地点に達したとき、付近に航行の支障となる他船を見掛けなかっ

たことから、気が緩んで眠気を催すようになり、椅子に腰を掛けた

ままの姿勢でいると、居眠りに陥るおそれがあったが、これまで船

橋当直中に居眠りに陥ったことがなかったので、まさか居眠りに陥

ることはないものと思い、ウイングに出て外気に当たるなど、居眠

り運航の防止措置を十分にとらなかった。 
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   こうして、ａ１受審人は、同じ姿勢で操船を続けるうち、いつし

か居眠りに陥り、２３時５８分少し過ぎ予定転針地点に至ったもの

の、転針することができず、その後神子元浅礁域に向首接近する状

況で進行中、翌３０日００時２６分少し過ぎ爪木埼灯台から２０４

度５.３海里の地点において、Ａは、原針路、原速力のまま、同浅

礁域の干出岩に乗り揚げた。 

   当時、天候は晴れで風力３の西風が吹き、潮候は上げ潮の末期に

あたり、視界は良好であった。 

   ａ２船長は、衝撃に気付いて直ちに昇橋し、乗り揚げたことを知

って事後の措置に当たった。 

   乗揚の結果、球状船首に亀裂を伴う擦過傷、推進器翼に欠損等を

生じたが、後に修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件乗揚は、夜間、神子元島北東方沖合において、坂出港に向けて航

行中、居眠り運航の防止措置が不十分で、神子元浅礁域に向首進行した

ことによって発生したものである。 

 ａ１受審人は、夜間、神子元島北東方沖合において、単独の船橋当直

に就き、坂出港に向けて航行中、周囲に他船を見掛けなかったことから、

気が緩んで眠気を催した場合、暖房が効いた状態で椅子に腰を掛けた姿

勢のままでいると、居眠りに陥るおそれがあったのだから、居眠りに陥

ることのないよう、ウイングに出て外気に当たるなど、居眠り運航の防

止措置を十分にとるべき注意義務があった。しかるに、同人は、これま

で船橋当直中に居眠りに陥ったことがなかったので、まさか居眠りに陥

ることはないものと思い、居眠り運航の防止措置を十分にとらなかった

職務上の過失により、いつしか居眠りに陥り、神子元浅礁域に向首進行
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して同浅礁域の干出岩への乗揚を招き、船体に損傷を生じさせるに至っ

た。 

 以上のａ１受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の五級海技士（航海）の業務を

１か月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和５年３月７日 

     横浜地方海難審判所 

          審 判 官  菅  生  貴  繁 


